（様式１）申請書
令和　　年　　月　　日

文部科学省総合教育政策局長　殿

「障害者の生涯学習推進アドバイザー」派遣申請書

「障害者の生涯学習推進アドバイザー」の派遣について、下記のとおり申請します。

	〔申請者〕
（　住　　　　　所　）
（　団　体　等　名　）
（ 代表者職名・氏名 ）



記

	会議名
講話のテーマ等
	

	派遣依頼内容
	□講演　　□講義　　□会議出席　　□助言　　□その他（　　　　　　）

	派遣依頼内容の詳細
※可能な範囲で具体的に記載
	








１枚にまとめる必要はありませんので、必要な情報を詳しく記載願います。

	当面の取組（構想）
※障害者の学びの場の拡充に向け、今後どのような取組を行おうと考えているか
	

	派遣場所
	□対面（場所：　　　　　　　住所：　　　　　　　　　　　　　　　　）　
□オンライン　　

	派遣希望日時
※候補日が複数ある場合は、すべて記載
	年　　　月　　　日（　　曜日）○○時○○分　～　○○時○○分
※事前打ち合わせは、派遣１か月前までを目安に、1時間程度実施すること（オンライン可）。対面での打ち合わせが必要な場合は、文科省担当者にも相談すること。

	派遣希望アドバイザー名
※希望がない場合は記載不要
	第１希望：

	
	第２希望：

	連絡担当者
	（職・氏名）
（ 電　話 ）
（ メール ）


文部科学省　派遣決定日　令和　　年　　月　　日


令和　　年　　月　　日記載例


文部科学省総合教育政策局長　殿

「障害者の生涯学習推進アドバイザー」派遣申請書

「障害者の生涯学習推進アドバイザー」の派遣について、下記のとおり申請します。

	〔申請者〕
（　住　　　　　所　）○○県▽▽市１－２－３
（　団　体　等　名　）○○県教育庁生涯学習課
（ 代表者職名・氏名 ）課長　文科　花子



記

	会議名
講話のテーマ等
	会議名：公民館職員向け研修
テーマ：障害者の生涯学習と公民館事業の立案

	派遣依頼内容
	□講演　　☒講義　　□会議出席　　□助言　　□その他（　　　　　　）

	派遣依頼内容の詳細
※可能な範囲で具体的に記載
	社会教育委員会議において、障害者や外国人に対する生涯学習支援の課題として挙げられました。そこで、県内の公民館職員に向けての研修会において、「障害者の生涯学習支援」をテーマにした講義と「公民館事業の立案」としてワークショップを行うにあたり、アドバイザーの派遣を希望します。
障害者の生涯学習に関する基本的な内容を中心に、実践や講座・プログラムに活かせるようするために、以下のような内容を検討しています。
①「障害者の生涯学習の現状と課題の説明」、 ②「事業立案の留意点（福祉との連携など）」、 ③「各所属での障害者の生涯学習支援の事業立案・グループ協議」、 ④「発表・講評・質疑・ふりかえり」など

	当面の取組（構想）
※障害者の学びの場の拡充に向け、今後どのような取組を行おうと考えているか
	R８年度：モデル公民館やプログラム内容の検討
R９年度：先進事例の視察とモデル公民館でのプログラム実施
R１０年度：モデル公民館を３館に増やしてプログラムの実施と普及啓発

	派遣場所
	☒対面（場所：▽▽市中央公民館　住所：○○県▽▽市４－５－６）　
□オンライン

	派遣希望日時
※候補日が複数ある場合は、すべて記載
	令和８年７月４日（金曜日）１４時００分　～　１６時００分
※事前打ち合わせは、派遣１か月前までを目安に、1時間程度実施すること（オンライン可）。
対面での打ち合わせが必要な場合は、文科省担当者にも相談すること。

	派遣希望アドバイザー名
※希望がない場合は記載不要
	第１希望：共生　創

	
	第２希望：

	連絡担当者
	（職・氏名）係長　文科　太郎
（ 電　話 ）03-1234-5678
（ メール ）example@mext.go.jp


文部科学省　派遣決定日　令和　　年　　月　　日
